
北水会報第127号のf鈴木綿太郎教授と盛岡

たちjでJt倉（I日姓・倉島） 恵について取り

i二げたが、 その後、 新総計吾弐（Aflt124）から「回

想録片倉恵先生j及び「片倉恵先生五十毘年忌記

念誌波の音jを紹介して〕頁いた。 これらの資料は、

恵が兵庫県立淡路実業学校に在任（昭和15年

～23年）中の教え子守与が出版したものである。 ここ

で、 改めて片倉 恵について紹介する。
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（大正4年4月）
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紀夫（C昭39・院41)

小菅建吉・塩井義郎等と同期（第13回生）である。

2吉rs 2年生 （12�ち）が、 夏｛本み（大正5

8月）に賢治を中心として実施した盛岡l討近地質調

査では、 D班（雫石川流域：太田・本§・飯間）（原

勝成・倉島 恵・Lil本延ilt）を分担したc また、 大

6年度盛i制高良校友会委員として倉島忠は庶務

部、 賢治は徳育部に所属していた0 i;諮問高農では農

学及び農芸化学の当時最先端の学IHJを学び、 大正7

3月に援秀な成績で卒業したが、 何故か食品志

の得業論文は残されていない。 当時、 1�1'業研究は必

須で、はなかったので論文を提出しなかったのであろ

うか。

鈴木場太郎萌究窓時代

大正7年4月に鈴木梅太郎教授に嘱望されて東京

帝国大学農科大学農芸化学科介布nとして鈴木研究室

に入り農芸化学の掛究に従事、 3年間の研究生活を

jまることになる。 当時、 鈴木教授のもとには多くの

優秀なエリ…トが集まり緑々な研究を展開していた

ので、 鈴木研究室に入ることは、 ある窓i球大変厳し

い研究者の道であった。

時f究成果として、 鈴木梅太郎教授との連名の研究

論文「諸種蛍1!:1及脂肪

の栄養価に就て （第

2報けがあり、

鈴木梅太部・片倉 恵・

Ill元兄・他3名であ

る。 岩i王i元兄 （前号 で、

結介：i時間県駿東郡棋i

i立場lflJ)は、 片'k＼恵と

lnJじ静岡県立農学校を

し、 大正5年に感

2部に

入学、 大正8年に卒業

した後輩（第14回生）で＼

後に日本疫学会ttを片倉恵の得業後の状況
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賞した。 雨入は鈴木研究室で、共同研究をしていた。

畏開会社員時代

東大農科大学鈴木研究室に約3年間在職後、 大正

9年10月31日に依願退職。 一時期、 千葉県流出市万‘

じl;j(JI.捧（株）全i：員となるが 、 大正10年4 月には台Y,＂%明

治製結（株）に入社、 約半年で 退職する。

農学技教鞍時代

会社退職後は、 兵l車県の農学校教職の道を－1�し

て歩む。 大正10年11月四日（24歳）：兵路！思佐用郡

立農1't:t学校教諭（8年間］）、 大正12 年12丹：奏任待

遇に昇張、 昭和4 年8月2 6El：兵庫県立上部長学校

教諭（ 5年間）、 昭和9年8J=J 8月311ヨ：兵庫県立

三回農林学校教諭（ 6年間）、 昭和15ff:: 3月30日：

兵掠県立 淡路実業学校長（第2代校長） ( 8年i詩人

llB手1117年9月8日：勲六会事・

10月30 El：兵路県立篠山

昭和2 3年

(10ヶ丹）、

昭和24年8月28EI：逝去（52 歳）0 

このように片倉 恵

は、 大 正10年、 許可え

で農学校教諭となり

昭和24年に亡くなる

ま で の 約28年間、 文

字通り疫学校教育に

献身したc その

校教育者 としての揺

るぎない生援、 その

背景にはf度自身 が学

んだi諮問県立法学校

と盛開高等農林学校
(50競 昭和22年5月） の存在があろう。

しくも、 賢治も、 2 5

（大正10年12 月） で斡貫郡立持貫（後の花巻）農

学校教諭になり、 大正15il三3｝�に退職（30歳）して

いる。

新繰言1--g.氏（兵埠県淡路市在千七） には貴重な

を寄！増して国きました。 厚くお礼申しi二げま
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－盛岡部近地質謂査報文：校友会報 第 33号、1- 16（大

正6年3月16El) 

・諸種蛋白及脂肪類の栄養舗に就て（第2報）：鈴

木梅太郎・奥田譲・松LIJ芳彦・；111本玉三・片倉

恵・岩－1耳元見、 東京化学会誌第41号、 381-413（大

正9年3月）

. [ill想銭片倉忠；先生：編集並発行支任者：j者水進・

新総言i告（平成6年 1 月）

・片倉恵先生五十路年忌記念誌波の音：片倉恵先

生顕彰会（代表：清水進、事務主主新候計吾）（平

成llif3月）
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